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3年越しのおひな祭りを迎えました。震災後、1年目で迎えた2012年のおひな祭りは、準備が遅

れたため、ひな人形の提供者が見つからず、実現できませんでした。そして、昨年の 2013 年の 3

月はひな人形を提供してくださる方が見つかり、市民団体の協力を得て、ひな祭りを行う準備が整

い、弘前を出発しましたが、猛吹雪で高速道路が通行止めだったため、大鰐のインターで涙ながら

に U ターンしてしまいました。 

野田村でのひな祭りは、震災でひな人形を流された方が多いことと、狭い仮設住宅ではおひな

様を飾るのもままならないのではと、教員事務局の作道先生のご提案で、活動が計画されました。

その作道先生が急に倒れ、何とか意思疎通ができる状況まで回復し、最初にお見舞いに尋ねた

時に、第一声が「先生、おひな祭りは？」でした。何とかしても、その思いを届けたいと、企画したの

がひな祭りでした。それがようやく 3 年目に実現する運びとなりました。 

また、嬉しいことに野田村で震災直後からお世話になっている桜庭さんのご好意で、弘前からの

ひな人形が野田村に嫁ぐことになりました。新たなつながりが拡がることに感謝、感謝です。 

冬晴れの青空のもと、弘前を出発しました。本日の活動の参加者は、市民参加者２５名（ボラン

ティア講師 1 名含む）、学生６名、教員２名の３３名でした。車中では、全員の自己紹介と学生事務

局が作成した活動記録のDVDの上映を行いました。また、初参加者の方も多くいらっしゃったので、

李からボランティアセンターの設立経緯や今までの活動内容などについて、説明を行いました。そ

して、3 年越しのひな祭りについて、その経緯なども報告しました。 

   

   道の駅「おりつめ」での記念撮影                おひな壇の設置作業中 

 

バスは順調に進み、10 時過ぎには野田村に到着しました。まず、役場前で児童クラブでの学習

支援チームと中高生のための「のんちゃんの隠れ家」チームを降ろして、残りは中学仮設に向かい

ました。役場前では、嬉しいことに昨年まで教員事務局で一緒に活動していた山口先生が待ってく

れていました。 

中学仮設に到着すると、何人かの顔馴染みの方が我々の到着を待っていました。まず、最初に

7段のひな人形の設置に皆でかかりました。後でひな人形をもらってくださる方たちが分かりやすい



ように、一つ一つの箱に入っていたものの名前を書きながら、一個一個を出して、ひな壇に飾りまし

た。学生やベテランの市民、教員、総動員で、マニュアルをみながらワイワイガヤガヤと喋りながら

ひな人形を出していました。準備の段階から賑やかで、温かい雰囲気でした。 

開始から１時間後には、７段の素晴らしいおひな人形が完成しました。また、弘前の桜をこの日

にあわせて咲くように、準備してくださった市民がいて、弘前の桜がおひな壇の両脇を華やかに飾

ってくれました。おひな様と満開の桜で、仮設集会所は一足早い春が訪れていました。 

しばらくすると、顔馴染みの村民の方が遊びに来てくださいました。集会所に入って、第一声が

「わー、きれい。」の喜びの声でした。自然と話も盛り上がり、皆が笑顔で話に花を咲かせていまし

た。おひな壇の前で記念写真撮影をしたり、お茶を飲んだりと三三五五に、一足早い春を満喫して

いました。 

  

        オカリナ演奏会                おひなさんの前でみんなで 

途中から、市民団体の皆さんからのオカリナの演奏会が始まりました。おひな様と桜と、オカリナ

の優しい音色が一気にみんなの気分を温かくしてくれました。午後からは、児童クラブの子供たち

がおひな様を見に中学仮設まで来てくれました。子供たちが入ると、仮設集会所は一段と賑やか

になり、仮設の外まで温かい空気を運んでくれました。また、弘前おもちゃ病院の先生がおもちゃ

の修理をしてくださいました。最初に来てくれた患者さん（おもちゃさん）が、なかなかの重病で、お

もちゃ病院の先生方が２～３人がかりで看てくれていました。ただ、残念ながらその場では治らず、

弘前で継続して入院することになりました。子供たちや学生、教員、ベテランの一般市民まで、老

若男女がみんなでつどい、話し合い、笑いあう、賑やかで温かい時間でした。 

午後２時からは、おひな様の嫁ぎ先の施設の方が見え、皆でおひな様をきれいに箱に戻してい

ました。いつまでも飾っておきたかったんですが、野田村の皆さんの嫁入りが遅れるとまずいので、

さっさと撤去しました。本当に温かい気分に包まれた一日でした。 

帰りのバスでは、現在使用している名札が子供たちと遊ぶ際や作業の際に邪魔になっているの

で、貼り付け式の名札にしてほしいとの提案がありました。来年度からは早速改善したいと思いま

す。多くの方のご協力のおかげで、素晴らしいおひな様と弘前の世界一の桜をお届けできたことに

感謝いたします。ありがとうございました。 

（担当：李永俊） 


